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喬 は 彼の 部屋の 窓から 寝静まった 通りに 凝視って 

いた。 起きて いる 窓 はなく、 深夜の 静けさ は 暈と なつ 

て 街燈の ぐるりに 集まって いた。 固い 音が 時 どきす る 

の は 突き 当 つ て いく 黄金虫の 音で も あるら しか つ た。 

そこ は 入り込んだ 町で、 昼間で も 人通り は 少なく、 

魚の 腹 綿 や 鼠の 死骸 は 幾日も 位置 を 動かなかった。 両 

側の 家々 はなに か 荒廃して いた。 自然力の 風化して 行 

く あとが 見えた。 紅殻が 古びて い、 荒壁の 塀 は 崩れ、 

人び と は そのな かで 古手 拭の ように 無気力な 生活 をし 



フ ラ ンス ェ スカル ゴ 

「君の 部屋 は 仏蘭西の 蝸牛 の 句い がする ね」 

喬の ところへ やつ て 来た ある 友人 はそんな こと を 

言った。 また ある 一 人 は 

「君 は どこに 住んでも 直ぐ その 部屋 を 陰鬱に してし ま 

うんだ な」 と 言った。 

い つも 紅茶の 滓が 溜って いる ピ クニ ック 用の 湯 沸 器 _ 

帙と 離れば なれに 転って いる 本の 類。 紙切れ。 そし 

て そんな もの を 押し わけて 敷かれて いる 蒲団。 喬はそ 

あおさぎ 

んな なかで 青鷺の ように 昼 は 寝て いた。 眼が 覚めて は 

遠くに 学校の 鐘 を 聞いた。 そして 夜、 人び とが 寝静 

まった 頃 この 窓へ 来て そと を 眺める のだった。 



母 は 弱らされ ていた。 が、 しばらくして とうとう 

「そい じ や、 癒して あげよう」 と 言った。 

はれもの 

一 一列の 腫物 はいつ の 間に か 胸から 腹へ かけて 移って 

いた。 どうす るの かと 彼が 見て いると、 母 は 胸の 皮 を 

しま 

引 張って 来て (それ はいつ の 間に か、 萎んだ 乳房の よ 

うにた るんで いた) 一方の 腫物 を 一方の 腫物の なかへ、 

ちょうど 釦 を 3i める ようにして 嵌め込んで いった。 

夢の なかの 喬は それ を 不足そう な 顔で、 黙って 見て い 

る。 

一^ずつ 一 対ず つ 一 列の 腫物 は 他の 一 列へ そういう 

ふうに してみ な 嵌ま つ てし ま つ た。 



「これ は X X 博士の 法 だよ」 と 母が 言った。 釦の 多い 

フロック コ— トを 着た ようで ある。 しかし、 少し 動い 

て もす ぐ 脱れ そうで 不安であった。 —— 

何よりも 母に、 自分の 方の こと は 包み隠して、 気強 

く 突き かかって 行った。 そのこと が、 夢の なかの こと 

ながら、 彼に は 応えた。 

女 を 買う と いう ことが、 こんなに も 暗く 彼の 生活へ、 

夢に 出る まで、 浸み 込んで 来たの かと 喬は 思った。 現 

実の 生活に あっても、 彼が 女の 児の 相手に なって いる。 

そして その 児が 意地の 悪い こと をしたり する。 そんな 

じゃけん たかし たま 

とき ふと 邪慳な 娼婦 は 心に 浮かび、 喬は 堪らない 自 



の を 感じて、 それ を 追って ゆき、 彼の 突き あたる もの 

は、 やはり 病気の ことであった。 そんなと き喬は 暗い 

ものに 到る ところ 待ち伏せされ ている ような 自分 を感 

じないで はいられなかった。 

時 どき 彼 は、 病める 部分 を 取 出して 眺めた。 それ は 

なに か 一匹の 悲しんで いる 生き物の 表情で、 彼に 訴え 

るの だった。 

喬 はたびた びその 不幸な 夜の こと を 思い出した。 I 



番に 張り出され、 何番 かまで はお 金が 出る 由 言った。 

女の 小 ざつば りして いるの はそんな 彼女に おか あはん 

と いうの が 気をつけて やる のであった。 

「そんな わけ やで うち も 一生懸命 にやって るの。 こな 

いだから もな、 風邪 ひいと るん やけど、 しんどう てな 

おか あはん は 休めと いうけ ど、 うち は 休まん の や」 

「薬 は 飲んで るの か」 

「うちで くれたけ ど、 一 服 五 銭で な、 …… あんな もの 

なん ぼ 飲んでも きかせん」 

喬 はそんな 話 を 聞きながら、 頭で は SI という 男の 

話に きいた ある 女の 事 を 憶い 浮かべて いた。 



それ は 醜い女で、 その 女 を 呼んで くれと 名 を 言う と 

き は、 いくら 酔って いても 羞 しい 思いが すると、 SI 

きたな 

は 言って いた。 そして 着て いる 寝間着の 汚い こと、 

それ は 話に ならない よと 言 つ た。 

SI は 最初、 ふとした 偶然から その 女に 当り、 その 

時、 よも やと 思って いたよう な 異様な 経験 をした ので 

あった。 その後 SI は ひどく 酔った ときな ど は、 気持 

に は どんな 我慢 を させても という 気にな つ て ついその 

女 を 呼ぶ、 心が 荒くな つて その 女で ない と 満足で きな 

いような ものが、 酒 を 飲む と 起こる の だと 言った。 

喬は その 話 を 聞いた とき、 女 自身に 病的な 嗜好が 



ひ つ きょう 

あるの なれば とにかく だが と 思い、 畢竟 廓での 生存 

競争が、 醜い その 女に そのような 特殊な こと をさせる 

の だと、 考え は 暗い そこへ 落ちた。 

おし 

その 女は瘂 のように 口 をき かぬ と S I は 言 つ た。 

もっとも 話 をす る 気に はならない よと、 また 言った。 

いったい、 やはり 瘂の、 何人 位の 客 を その 女 は 持って 

いるの だろうと、 その 時喬は 思った。 

喬は その 醜い女と この 女と を 思い 比べながら、 耳 は 

女のお 喋りに 任せて いた。 

おとな 

「あんた は温柔 しいな」 と 女 は 言った。 

女の 肌 は 熱かった。 新しい ところへ 触れて 行く たび 



に 「これ は 熱い」 と 思われた。 —— 

「また これから 行かん ならん」 と 言つ て 女 は 帰る 仕度 

を はじめた。 

「あんた も 帰る の やろ」 

「うむ」 

喬は 寝ながら、 女が こちら を 向いて、 着物 を 着て お 

るの を 見て いた。 見ながら 彼 は 「さ、 どう だ。 これ だ」 

と 自分で 確め ていた。 それ はこん な 気持であった。 I 

I 平常 自分が 女、 女、 と 想って いる、 そして このよう 

な 場所へ 来て 女 を 買う が、 女が 部屋へ 入って 来る、 そ 

れま では まだいい、 女が 着物 を 脱ぐ、 それまで もま だ 



れに 乗り移る ことなの だ」 

喬は そんな こと を 思った。 毎夜 のように 彼の 坐る 窓 

辺、 その 誘惑 —— 病鬱ゃ 生活の 苦渋が 鎮められ、 ある 

距 り をお いて 眺められる ものと なる 心の 不思議が、 

ここの 高い 櫸の 梢に も 感じられ るの だ つ た。 

「街で は 自分 は 苦しい」 

北に は 加 茂の 森が 赤い 鳥居 を 点じて いた。 その上に 

遠い 山々 は累 つて 見える。 比數山 —— それ を 背景に 

して、 紡績工場の 煙突が 煙 を 立 登らせて いた。 赤 煉瓦 

の 建物。 ポスト。 荒神 橋に は 自転車が 通り、 パラソル 

ば：：' き 

や 馬力が 動いて いた。 日蔭 は磧に 伸び、 物売りの ラッ 



ではなかった。 いつの 頃から 歩いて いるの か、 喬は 

自分が とこと わの 過ぎて ゆく 者で あるの を 今 は 感じた _ 

そんな 時 朝鮮の 鈴 は、 喬の 心を顫 わせて 鳴った。 あ 

うつせみ 

る 時 は、 喬の現 身 は 道の 上に 失われ 鈴の 音 だけが 町 を 

過る かと 思われた。 また ある 時 それ は 腰の あたりに 湧 

き 出して、 彼の 身体の 内部へ 流れ 入る 澄み 透った 溪流 

のように 思えた。 それ は 身体 を 流れめ ぐって、 病気に 

汚れた 彼の 血 を、 洗い清めて くれる の だ。 

「俺 はだん だん 癒つ て ゆく ぞ」 

コロコ 口、 コロコ 口、 彼の 小さな 希望 は 深夜の 空気 

を 清らかに 顫 わせた。 
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